
『
遊
行
経
』
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
a
n
a
-
s
u
t
a
n
t
a
 

(
橋

本
)

三
二

『遊
行
経
』
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
a
n
a
-
s
u
t
a
n
t
a
 

の
佛
滅
記
述

に

つ
い
て

-

阿
含
文
學
に
お
け
る
信
仰

の
論
理
-

橋

本

芳

契

過
去
お
よ
そ
百
年
間
に
お
け
る
佛
教
の
新
研
究
と
そ
れ
に
と
も
な
う

佛
教
近
代
化

へ
の
あ
ゆ
み
に
お
い
て
、
阿
含
部
経
典
の
開
明
と
啓
議
が

占
め
た
地
位
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。
阿
含
研
究
は
お
の
ず
と
ひ
と
び
と

の
心
を
ふ
か
く
ブ
ツ
ダ
繹
尊
に
近
づ
け
ま
た
根
本
佛
教
の
確
信

へ
と
み

ち
び
い
た
。
繹
蝉
に
近
づ
く
と
は
そ
の
人
格
精
神
に
ふ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
根
本
佛
教

へ
の
確
信
と
は
眞
に
ふ
か
く
大
乗
佛
教
の
根
基
を
知
る

こ
と
で

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
る
に
繹
尊
の
生
涯
に
關
す
る
記

述
、

つ
ま
り

「佛
傳
」
と
し
て
現
在
わ
れ
わ
れ
に
知
ら
さ
れ
た
も
の
は
、

大
小
乗

に
わ
た

っ
て
相
當
敷
に
の
ぼ

っ
て
い
る
が
、

い
ま
そ
の
う
ち
小

乗
に
屡
す
る
も
の
で
、
し
か
も
阿
含
部
中
の

「
長
阿
含
」
に
ふ
く
ま
れ

た

『遊
行
経
』
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
宗
敢
的
意
義
に
つ
い
て
し
ば
ら

(1
)

く
考
え
て
み
た
い
。
け
だ
し

『
遊
行
経
』
は
、
佛
傳
中
で
も
繹
奪
の
最

晩
年
期
、
こ
と
に
そ
の
入
滅
前
後
の
模
様
を
詳
細
記
述
し
た
も
の
と
し

て
作
品
構
造
上
も
内
容
的
に
も

ユ
一一
ー
ク
で
あ
り
、
他
方
南
傳
中
、
繹

奪
の
同
期
の
こ
と
を
し
る
し
た
も
の
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
経
典

と

さ

れ

る
、
"
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
a
n
a
-
s
u
t
a
n
t
a
"

(
大

パ

リ

ニ

ッ
バ

ー

ナ

(2
)
経
)
と
封
鷹
す
る
と
こ
ろ
最
も
多
い
北
傳
浬
繋

経
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

宗
敏
的
意
義
を
さ
ぐ
り
阿
含
部
経
典
の
も
つ
信
仰
の
論
理
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
佛
敏
の
思
想
的
根
櫨
を
そ
の
根
本
聖
典
の
う

ち
に
問
い
た
だ
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

繹
尊
の
入
滅
前
後
の
こ
と
を
詳
記
し
た
小
乗
経
典
と
し
て
は
こ
れ
ら

『
遊
行
経
』
『
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
』
以
外

に
も
四
種
の
経
律
と
三

(3
)

種
の
断
片
資
料
が
存
す
る
が
、

一
髄
こ
れ
ら
の
経
典
や
資
料
は
い
ず
れ

も
繹
奪
入
滅
後
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
し
た
が

っ
て
、
輩

に
客
観
的
史
實
的
記
録
ば
か
り
で
な
し
に
、
入
滅
後
に
な

っ
て
繹
尊
の

生
前
を
同
顧
し
、
さ
ら
に
は
肉
身
現
身
の
繹
迦
牟
尼
世
奪
を
う
し
な

っ

て
あ
ら
た
め
て
繹
尊

の
全
生
涯
を
逆
観
し
、

こ
れ
を
追
憶
追
念
す
る
の

情
に
い
で
た
も
の
が
加
わ

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て

『
遊

行
経
』
第
二
に

「
四
腱
巡
禮
」
の
こ
と
が
で
て
い
る
。

い
わ
く
、

爾
時
阿
難
、
偏
露
二右
肩
↓
右
膝
著
レ地
、
而
白
レ
佛
言
。
世
尊
、
現
在
四
方
沙
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門

・
蕎
蓉
、
多
知

・
明
鮮
ご経
律
二

清
徳
高
行
者
、
來
蝦
世
尊
。
我
因
得
ニ

禮
敬

・
親
観

・
問
訊
一
。佛
滅
度
後
、

彼
不
二
復
來

輔
無
レ
所
二
騰

封
一
。當
二
如
レ

之
何
一
。

佛
告
二
阿
難
一
。汝
勿

レ憂

也
。
諸

族
姓
子
、

常
有
二
四
念
一
。何

等

四
。

一
日
、

念
二
佛
生
虞
一
、歓
喜

欲
レ
見
、

憶
念

不
レ
忘
、

生
二
懸

慕

心
一
。二

日
、
念

二佛
初

得
道
庭
一
、歓
喜

…
…
。

三
日
、
念

二佛
韓
法
輪
虞
一
、歓
喜

…
…
。

四
日
、
念

二

佛
般
泥
源
庭
一
、歓
喜
…
…
。

阿
難
、
我
般
泥
渣
後
、
族
姓
男
女
、
念
下
(
一
)
佛
生
時
功
徳
如
レ是
、
(二)
佛
得

道
時
神
力
如
レ
是
、

国
輻

法
輪
時
度

レ
人
如
レ
是
、

画

臨
二
滅

度
時

}
遺
法

如
吾

(
4
)

是
、
各
詣
其
庭
、
遊
行
禮
二敬
諸
塔
寺
一已
、
死
皆
生
レ天
。
除
ご得
道
者
一
。と
。

こ
れ
は
佛
傳
に
い
わ
ゆ
る

「
八
相
成
道
」
中
、
9
降
誕
、
口
成
道
、

日
輻
法
輪
、
四
入
浬
繋
の
四
相
の
表
示
さ
れ
た
場
所
を
さ
す
も

の
で

あ
り
、

そ
の
各
庭
に
つ
け
順
次
功
徳

・
神
力

・
度
人

・
遺
法
の
四
徳
を

念
じ
て
往
詣
、

遊
行
、
禮
葬
さ
ぜ
よ
う
と

た
こ
と
は
、
繹
奪
の
全
生

涯
が
こ
れ
ら
の
魑
切
り
と
そ
の
意
義
に
お
い
て
見
ら
れ
る
に
至

っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
す
で
に
繹
奪
の
生
涯
に
關
す
る
軍
な

る
歴
史
的
客
観
的
記
述
を
超
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

八
相
の
他
の
四

は
、
右

の
(
一
)
降
誕
の
前
に
下
天

・
託
胎
の
二
を
か
ぞ
え
る
の
と
、
(
一
)
降

誕
と
口
成
道
と
の
間
に
出
家

・
降
魔
の
二
を
か
ぞ
え
る
の
と
で
あ
る
が

あ
と
の
四
相
が
ま
え
の
四
相
に
比
し
て
敏
理
的
意
義
の
ひ
く
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
前
四
相
中
、
と
り
わ
け
(
二
)
の
成

道

一
相

が
重
要

で
あ
り
、
全
膿
に
お
い
て
中
心
的
意
義
を
も
つ
か
ら
こ

そ

「
八
相
成
道
」
と
い
う
呼
ぴ
か
た
ま
で
で
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
南
傳
に
し
て
も
北
傳
に
し
て
も
入
浬
繋

(佛
滅
)
を
申
心

に
し
て
説
く
諸
経
は
、
何
れ
も

「
般
泥
渣
」
a
p
r
i
n
i
b
b
a
n
a
 

も
し
く
は

「
大
般
浬
盤
」
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
b
n
a
 

を
経
題

と
し
た

の
に
、
『
遊
行

経
』
に
か
き

っ
て

「遊
行
」
。
c
a
r
o
n
a
o
r
 
c
a
r
a
k
a
 

を
経
名
と
し
た
の

は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
、
p
a
r
o
n
o
b
b
a
n
a
 

は

「
束
縛
を
脱
し
て
い

る
」
p
a
r
o
n
i
b
b
u
a
 

と
い
う
意
味
の
語
と
し
て
、
も
と
は
全
く
純
精
神

的
な
も
の
を
指
し
、
成
道
の
ご
と
き
は
ま
さ
に
般
浬
墾
で
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
『
大
パ
リ

ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
』
第
四
章
第
三
節
に
つ
ぎ

の

一
句
が

あ
る
。

(
5
)

(
課
)

こ
れ
を
世
奪
は
言

い
、

こ
れ
を
善
逝
は
言

い
、
さ
ら
に
師

は
か
く
言

い
た
も
う
た
。

「戒

と
定
と
慧

と
無

上
の
解

睨
と
、

こ
れ
ら
の

〔
四
つ
の
〕
法
が
轡
高
き

ゴ
ー
タ

マ
に
よ

つ
て
覧
ら

れ
た
。

ブ

ッ
ダ
は

こ
の
よ
う
に
魔

つ
て
、

比
丘
等
に
は
法
を
読

い
た
。

苦

を
滅

し
た
具
眼

の
師
は
般

浬

墾

す
 
(
=
束

縛

を
脱

し

て

い
る
)
」

と
。

『
遊
行
経
』
,
a
j
a
p
a
r
i
n
i
b
b
a
n
a
-
s
u
t
t
a
t
a
 

(
橋

本
)

三
三

-476-



『
遊
行
経
』
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
a
m
a
-
s
u
t
t
a
n
t
a

(
橋

本
)
 

三
四

「
こ
の
最
後
の

一
語
は
明
ら
か
に

「
成
道
」
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
佛

傳
の
う
え
で
、
「成
道
」
は

「
轄
法
輪
」
を
介
し
て
「
入
浬
契
」
に
つ
な

が

っ
て
い
る
が
、
入
浬
葉
は
勝
義
に
お
い
て
成
道
と
ひ
と
し
い
と
し
て

も
そ
れ
に
よ
っ
て
轄
法
輪

(読
法
)
が

一
段
落
す
る
と

い
う
歴
史
的
實

義
か
ら
は
、
そ
こ
に
敏
理
上
の
辮
謹
が
い
る
。

こ
の
教
理
上
の
辮
謹
は

究
極
に
お
い
て
信
仰
上
の
行
誰
と
な

っ
て
完
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
『
遊
行
経
』
と
し
て
は

「悪
魔
」
の
登
場
、

な
ら
び
に
ブ

ッ

ダ
に
よ
る
そ
の
降
伏
1

い
わ
ゆ
る

「
降
魔
」
と
い
う
文
學
表
出
に
よ

っ
て
こ
の
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

す
で
に
し
て
繹
尊
は
マ
ガ
ダ
國
の
王
舎
城
外
、
璽
鷲
山
を
あ
と
に

し
、
道
を
北
に
た
ど
り
、

ガ
ン
ジ
ス
河
を
越
え
、
ヴ
ァ
ッ
ジ
族
の
ヴ

ェ

ー
サ
ー
リ
ー
に
到
り
、
さ
ら
に
西
に
進
ん
で
、
お
そ
ら
く
最
後
的
に
は

コ
ー
サ
ラ
國
の
舎
衛
城
外
、
祇
園
精
舎
に
た
ど
り
つ
こ
う
と
さ
れ
た
も

(6
)

の
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
八
十
の
老
齢
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
ま
し
て

途
中
パ
ー
ヴ
ァ
ー
村
で
鍛
冶
工
の
子
チ

ュ
ン
ダ
の
捧
げ
た
供
物
茸
が
障

っ
て
議
病
さ
れ
、
そ
の
苦
に
た
え
つ
つ
辛
う
じ
て
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
ま
で

歩
ん
だ
だ
け
で
、
そ
こ
で
つ
い
に
入
滅
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
『
遊
行

経
』
に
は
、
繹
尊
が
獲
病
さ
れ
て
ま
も
な
い
と
き
阿
難
に
封
し
、
「
諸

有
の
、
四
榊
足
を
修
し
、
多
く
修
習
し
、
行
、

つ
ね
に
念
じ
て
忘
れ
ざ

る
も
の
は
、
意
の
所
欲
に
あ
り
て
、
一
劫
有
飴
を
死
せ
ざ
る
を
得

べ
し
。

阿
難
よ
、
佛
は
四
神
足
、
已
に
多
く
修
行
し
、
專
念
し
て
忘
れ
ず
。
意

の
所
欲
に
在
り
て
如
来
は
、

一
劫
有
飴
を
止
む
べ
し
。
世
の
爲
に
冥
を

除
き
、
饒
釜
す
る
所
多
く
、
天
人
は
安
を
獲
ん
」
と
の
べ
ら
れ
た
が
、

そ
の
時
阿
難
は
こ
れ
に
こ
た
え
得
ず
、
か
く
す
る
こ
と
三
度
、
.し
か
も

(7
)

つ
い
に
佛
意
が
阿
難
に
通
じ
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
一

劫
有
鯨
」
と
い
う
も
の
が
實
は

「轄
法
輪
」

の
時
期
に
相
當
す
る
。
こ

の
あ
と
阿
難
は
魔
の
た
め
蔽
わ
れ
、
朦

々
と
し
て
悟
ら
ず
、
佛
が
三
た

び
現
相
し
て
も
請
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
や

が
て
佛
は
阿
難
に
そ
の
場

を
避
け
さ
せ
る
。
そ
の
隙
に
魔
の
波
旬
が
姿

を
あ

ら
わ
し

て
、
「佛
意

無
レ欲
、
可
二
般
浬
梨
↓
今
正
是
時
」
と
勧
め
、
佛
は
こ
れ
を
拒
み
、
「我

自
知
レ時
。
如
来
今
者
、
未
レ
取
二浬
藥
↓
須
二
我
諸
比
丘
集
↓
又
能
自
調
、

勇
桿
無
レ怯
、
到
二
安
樂
腱
↓
逮
二得
己
利
↓
爲
二
人
導
師
↓
演
二布
経
教
↓

顯
二於
句
義
↓
有
二異
論
↓
能
以
二正
法
↓
而
降
二伏
之
司
又
以
二紳
攣
↓

自
身
作
レ謹
」
と
の
べ
て
、
今
と

そ
生
涯
に
教
化
七
得
な
か

っ
た
四
衆

大
衆
を
接
得
す
る
と
き
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
悪
魔
は
、
か
さ
ね
て
佛

に
向
い
、
「
む
か
し
ボ
ダ
イ
樹
下
に
成
道
し
た
も
う
た
時
に
わ
れ

(悪

魔
)
は
如
来
に
封
し
般
浬
繋
を
勧
請
し
た
。

そ
の
時
も
如
来
は
、

い
ま

と
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
た
」
と
言

っ
て
入
滅
を
迫
る
と
、
繹
尊
は
、
「
こ

の
後
三

ヵ
月
に
し
て
滅
度
を
取
る
」
と
約
束
さ
れ
、
魔
は
佛
語
を
信
じ

て
立
去

っ
た
。
魔
が
去

っ
て
ほ
ど
な
く
佛
は

チ
ャ
ー
パ
ー
ラ
塔
で
定
意

三
昧
に
入
り
、
命
佳
壽
を
捨
て
し
め
、

こ
の
と
き
大
地
震
が
お
こ
っ
て

(
8

)

人
々
は
お
ど
ろ
い
た
と
あ
る
。

こ
う
し
た

一
段
は
き
わ
め
て
室
想
的
文
學

的
な
内
容

の
如
き

で
あ

る
。
お
よ
そ
経
典
に
封
し
歴
史
的
に
實
謹
さ

れ
得

る
こ
と

の
み
を
残

-477-



し
、
他
は
す
べ
て
こ
れ
を
捨
て
去
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
浬
盤
部
の
諸

経
の
ご
と
き
は
、
そ
の
大
方
を
う
し
な
う
で
あ
ろ
う
。
お
も
う
に
歴
史

的
實
謹
の
名
で
さ
ぐ
ら
れ
る
こ
と
は
佛
身
観
の
う
え
で
は
慮
身
佛
の
範

園
で
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
慮
身
 
n
i
t
n
m
a
k
a
y
a
 

と

い
う

こ
と
さ

え
、
も
と
ふ
か
い
敏
理
思
想
に
も
と
づ
け
ら
れ
て
言
う
こ
と
で
あ
る
。

佛
傳
は
輩
に
繹
尊
の
生
涯
に
關
す
る
歴
史
的
記
述
や
そ
の
蒐
集
だ
け
か

ら
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
そ
こ
に
は
宗
教
的
信
仰
の
封
象
と
な
っ
た

繹
奪

の
人
格
に
つ
け
て
の
ふ
か
い
哲
學
的
冥
想
と
宗
敏
的
救
濟

の
思
念

が
つ
よ
く
つ
き
ま
と
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
『遊
行
経
』
が
そ
の
最
初

(
9

)

に

の
せ

た

「
七

不

退

法
」

を

は

じ

め

と

し

て
、

「
法
鏡

の
説
」
・
「
自

燈

(
1
1)

明

・
自
蹄
依
の
敏
」
・
「
四
大
敏
法
」
の
諸
読
、

い
ず
れ
ひ
と
つ
に
も
實

践
的
趣
意
が
大
き
く
あ
ふ
れ
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
最
後

の
敏
誠

は
、
「
無
レ
爲
二放
逸
こ

で
あ

っ
た
が
、
げ
に
繹
尊
は
不
放
逸
の
ゆ
え
に

こ
そ
自
ら
正
豊
を
い
た
さ
れ
、
無
量
の
衆
善
も
こ
の
不
放
逸
に
よ
っ
て

得
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

『
大

パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
』
第
六
章
に
は
、
繹
尊
の
入
浬
架
に
際
し
、

阿
難
が
歌

っ
た
偶
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
課
)

そ
の
と
き
恐
怖
が
あ

つ
た
、

そ

の
と
き
身

の
毛
が
よ
だ

つ
た
。

一
列
の
慈
悲

を
具
え
た
も
う
等
正
畳
者

が

般
浬
盤
に
入
り
た
も
う
た
と
き
。

そ
し
て
こ
れ
に
封
鷹
す
る
『
遊
行
経
』
に
出

て
い
る
異
の
比
丘
の
碩
は

是
芽
如
二泡
沫
↓
危
脆
誰
當
レ樂
。
佛
得
金
剛
身
↓
猶
爲
二無
常
一壌
。
諸
佛
金

(
1
5
)

剛
艦
、
皆
亦
蹄
二無
常
一
。速
滅
如
二少
雪
↓
其
鯨
復
何
異
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

阿
難
に
し
て
も
異
の
比
丘
に
し
て
も
、
な
お
信
仰

の
上
に
蝕
地
の
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
そ
れ
故
に
こ
そ
い
よ
い
よ
如
来
の

慈
悲
に
依
り
、
諸
佛
の
眞
實
心
に
蹄
し
て
自
ら
の
濟
度
を
求
め
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
阿
含
部
の
諸
経
に
は
史
實
と
教
理
と
信
仰
の

三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
密
着
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
輩

に
阿
含
佛
教
と
か

阿
含
経
典
と
言
え
ば
そ
の
う
ち
敬
理
面
を
圭
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
り
、
信
仰
も
そ
の
論
理
面
で
は
廣
義
の
教
理
に
ふ
く
ま
れ
る
の
で
あ

っ
た
が
、
信
仰
の
實
際
か
ら
す
れ
ば
繹
尊
の
人
格
、

ひ
い
て
は
佛
身
へ

の
思
慕
と
佛
心
へ
の
悲
懸
が
そ
の
根
砥
と
な
る
の
で
、
し
ば
ら
く
宗
敏

感
情
の
流
露
と
し
て
の
文
學
面
を
圭
と
し
、

あ
わ
せ
て
史
實
の
確
か
さ

(
1
6)

が
も
と
よ
り
信
仰
行
謹
の
基
底
た
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

1

大
正
藏
、

第

一
巻
。

一
一
頁
上
-

三
〇
頁

中
。

長
阿
含

の
第
ニ
ー

四
巻
。

後
秦

の
弘
始
年
間

に
佛
陀
耶
舎

と
竺
佛
念
と
が
共
繹
。

2

1
9
4
7
.
p
p
.
7
2
-
1
6
8
.
 

そ

の
第

一
六
経
。

3

西
晋

の
白
法
租
が
課
し
た

『
佛
般
泥
沮
経
』

二
巻

(
大
正
藏
、
第

一
巻
。

『
遊
行
経
』
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
n
a
-
s
u
t
t
a
n
t
a

(
橋

本
)

三

五
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『
遊
行
経
』
m
a
h
a
p
a
r
i
n
i
b
b
a
-
s
u
t
t
a
n
t
a

(
橋

本
)
 

三
六

一
六
〇
頁

中
-

一
七
五
頁
下
)
、
繹
者

不
明

の

『
般
泥
渣
経
』
二
巻

(
同

上
。

一
七
六
頁

上
-

一
九

一
頁

上
、
)
、
東
晋

の
法
顯

の
繹

し

た

『
大

般
浬
契
経
』

三
巻

(
同
上
。

一
九

一
頁
中
-

二
〇

七
頁

下
)
 お
よ

び
義

浮
三
藏
課

『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
第

三
五
-

四
〇
巻

(
大

正
藏
、

第

二
四
巻
。

三
八
二
頁

中
-

四

一
一
頁

下
)
 と

[
梵
本
」
断
片

(
四
種
。

ト

ゥ

ル

フ

ア

ン
獲

見
)

「
チ

ベ

ッ
ト
本

」

な

ら

び

に

N

・
ダ

ッ
ト

出

版

ギ

ル

ギ

ッ
ト
地

方

獲

見

梵

本
資

料

(
こ

れ

ら

に

つ

い
て

は
中

村

博

士

『
ゴ

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

』

一
七

四
-

五
頁

蓼

照
)
。

4

大
正
藏
、

第

一
巻
。

二
五
頁

下
-

二
六
頁

上
。

56

吾
己
老
臭
、

年
粗
八
十
。
響
如
下
故
車
、

方
便

修
治
、
得
占
有
二
所
至

ー○

(
同
〇

一
五
頁
中
)
。

7
8

同
。

一
五
頁
中
-

下
。

9

同
。

一
一
頁

中
-

下
。

10

同
。

=
二
頁

中
。

11

同
。

一
五
頁
中
9

12

同
。

一
七
頁
中
-

ト

一
八
頁

上
。

13

同
。

二
六
頁
中
。

1415

同
。

二
七
頁
中
。

16

「
魔

の
波
旬
」

は
維
摩
経

で
は
持
世
ボ

サ
ツ
を

「
萬

二
千

の
天
女
」

で

誘
う

て
失
敗

し
却

つ
て

「
無
誰
燈
」
説

へ
の
機
縁

に
な
り
、
「
異

の
比
丘
」

頗

は
同
経
方
便
品
説

の
基
底

に
な

つ
た
。

そ

こ
に
阿
含

か
ら
大
乗

へ
の
信

仰
論
理

の
相
績
と
展
開
が
あ
る
。

維
摩
は
遊
行
経

の
延
長

で
あ
ろ
う
。

〔文
部
省
科
學
研
究
費

に
よ
る
昭
和
38
39
年
度
綜
合

研
究

で

の
研

究

成

果

の

一
部
〕
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